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挑戦者中国の誕生 
 
 

（財）国際通貨研究所 
理事長  行天 豊雄 

 
 

2009 年は異形の大国中国に対する世界の期待と危惧が飛躍的に高まった年だ

った。 
 
まず、中国経済は内外で発生した様々な困難を乗り越えて 10％近い成長を達

成した。2008 年秋のリーマン・ショックで世界を襲った需要崩壊と信用収縮の

津波は、それ迄希望的に語られてきた「アジア経済デカップリング論」を一瞬

にして霧消させ、中国経済も輸出激減による甚大な被害を受けた。 
 
しかし、中国指導部は迅速果敢に対応した。五十兆円に上る景気刺激策で投

資と消費の拡大が図られ、それを支持するために百兆円を越すというほぼ無制

限の貸出が国有銀行を中心に実行された。輸出産業を保護して雇用を確保する

ため、2005 年 7 月からの人民元相場弾力化政策はストップし、対ドル・ペッグ

を復活させた。 
 
高度成長が維持された結果、中国は従来の世界の工場という役割に加えて、

世界の市場としての重要性を高めている。回復途上の世界経済にとって中国は

いまや最大の需要創出者であり、殆ど救世主に近い期待をもって見られるよう

になっている。 
 
国際経済関係においても中国の存在感、発言力は著しく向上した。Ｇ20 会合、

温暖化交渉、二国間・多国間の自由貿易協定、アフリカ等途上国への開発援助、

資源や技術の獲得をめざして全世界的規模で展開しているＭ＆Ａ、ドル覇権に
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挑戦する国際通貨制度論争、周辺国の人民元圏化、上海の国際金融センター化

等々、いまや世界経済の殆どの話題が中国に集中している。 
 
しかし、このような華やかな舞台の裏で、躍進する中国に対する世界的な不

安、不信、恐怖の底流が 2009 年に著しく水位を高めたことも否定できない。 
 
急速な軍事力拡大への恐怖がその最たるものであるが、経済面でも、露骨な

札束外交と見られている資源、エネルギー獲得政策、温暖化対策への非協力も

さることながら、巨額の黒字を生みながら人民元相場の弾力化を拒否している

ことへの米欧の反発は危険水域に迫っている。中国の人民元相場に関する主張

はいろいろである。曰く、「人民元相場の安定が中国の高成長を可能にし、世界

に貢献している」「米中不均衡の原因は人民元相場ではなく、米国の消費過剰、

対中禁輸出政策にある」「米国の低金利、ドル安が過剰流動性を生み、バブルを

拡散している」等々。しかし巨額の黒字と、介入による相場維持という事実が

併存する限り、中国の主張に全く説得力はない。鍵は米国の失業率であろう。

今秋に中間選挙を控え、夏が近付いても 10％を割らない状態が続くと、議会と

政府は何等かの対中保護主義政策をとらざるをえなくなる。これは極めて憂慮

すべき事態である。 
 
2009 年の経緯を経て中国は世界経済とくに対米経済関係において自分が持っ

ている交渉力が何であるかについての認識を飛躍的に高めた。その結果採られ

る政策は次のようなものだろう。①国力の増強を至上命令とする。人民元上昇

や温暖化対策における負担増には最大限抵抗する。②共産党独裁体制下での政

治的・社会的安定を維持する。少数民族であれ民主化運動であれ、反体制の動

きは容認しない。③国際的には、中国は覇権を求めず、平和的発展を目指すと

いう路線を一貫して主張を続ける。米国に公然と対抗するような行動は避ける。

④時は中国に利する。世界を敵に廻すことなく、只管富国強兵に専念すべきで

ある。 
 
云うなれば、2009 年という年は、中国がアヘン戦争後 170 年にして、世界の

覇権を目指す挑戦者としての自信と自覚を持った年として歴史的に記憶される

ことになるだろう。しかし、米国にとって 1945 年がそうであったような、本当

に覇者としての自信と自覚を持つ日が来るのかどうか、神のみぞ知るところで

あろう。 
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